
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）体育専科教員公開授業を行う 
①別府市の体育主任会や教育課程研究会とタイアッ
プし、別府市小学校体育指導力向上研修会（８／
２１）体育専科公開授業（２／６）を行う。 

（5）全校での体育的行事を企画する 
  ①縄跳び大会（１回目６／１、２回目１２／１１） 
  ②持久走タイム（１／１５～１／２６） 
   ・全校での朝練習（８：２５～８：４５） 

③持久走大会（１／３１） 
●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
①体力・運動能力調査の事前研修では、市のスポーツ健
康課指導主事と同市の体育専科教員で訪問校を振り分
け、小学校全ての学校で研修を行うことができた。 

②サーキットトレーニングでの用具常設や、器械運動週
間での用具常設により、用具の準備と片付け時間の短
縮が図れたが、用具の破損が目立つようになった。 

③今年も、持久走大会の走路の一部を学校の周りの公道
を含めることができた。実施日を１月２６日に計画し
ていたが雪のため３１日に変更となった。平日の行事
になると、行事に協力してくれる役員やボランティア
の方々や、応援に来て下さる保護者や地域の方々も減
少してしまい運営に支障をきたした。 

 Check：取組の成果            
① 今年度の体力・運動能力調査の結果は、９６種目中

７２種目（７５％）が県平均より上回ることができ
た。特に力を入れた長座体前屈は１１月の記録が、
全校平均で１．２ｃｍ伸びた。 

② 子どもたちの２学期のアンケートで「休み時間に元
気に外で遊んでいる」と答えた児童は昨年度８４％
から８８％（２学期）に伸びた。体育時のサーキッ
トトレーニングの取り組みも８４％（５月）から、
１００％（２学期末）となった。 

③ 長縄大会では、休み時間に学級全体で練習するクラ
スが増え、殆どの学級で記録が伸びた。 

 Action：今後の課題                
①体力・運動能力調査では、握力と５０ｍ走の記録が県
や市の記録より伸び悩んでいるので来年度の重点課題
にしていきたい。 

②外遊びをしない１２％の子どもについて、運動好きに
させるための工夫を全教職員で探っていきたい。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
〇全体の１６％の児童が休み時間に外で元気に遊べてい
ない。（昨年度末１２％） 

〇体力・運動能力調査において、結果が伸び悩んでいる。
県の平均より３３種目（３４．３％）が下回っている。 

・昨年度のアンケートで全校の１６％の子どもが「休み時
間は外で遊んでいない」と回答している。 

・昨年度の体力・運動能力調査では、全県の平均より９６
種目中３３種目（３４．３％）が下回っている。特に長
座体前屈は全体的に苦手な傾向である。 

2 取組の計画 
① 体力・運動能力調査に向け、練習方法や正しい計測方

法の研修を行う。（希望があれば他校へも訪問指導す
る。） 

② 日常の体育の授業を見直し、活性化を図る。 
・授業において、全学級でサーキットトレーニングを積

極的に取り入れるとともに、教育課程に応じ、いろい
ろな運動を学習させる。特に長座体前屈での柔軟性を
高めるストレッチ運動に取り組む。 

・指導内容の工夫（場やルール、用具・学習カードの活
用）をし、子どもたちに学習展開を定着させ、子ども
の運動量を確保する。 

 ・体育用具等の環境整備を行う。 
 ・体育専科教員公開授業研究会を開き、体育の授業の在

り方や指導の仕方などを、別府市全体に広める。 
③ 体育の授業以外にも全員が運動をする時間を増やす。 
 ・全校の体育的な行事（縄跳び大会・持久走大会）を計

画し、その行事に向けて、休み時間に全校で練習に取
り組む時間帯を設ける。 

・体育や運動に関するアンケートを年間２回実施し、運
動することへの意欲喚起を図る。 

 Do：実践内容                
1 体力・運動能力調査事前研修について 

体育専科教員と市の担当指導主事で、勤務校・訪問校
を含め別府市内のすべての学校に事前研修として訪問
する（５月末～６月初め） 

2 体育の授業についての研修 
（1）校内研修で、サーキットトレーニングのやり方（全

校で統一）を説明し、運動場・体育館での場の設定例
などを紹介する。 

（2）校内研修の互見授業において、体育の授業にも取り
組んでもらい、体育の授業を見合う機会を作る。 

（3）器械運動（マット・跳び箱）については、「マット・
跳び箱週間」を設け、全学年の体育の教育課程の系統
化を継続する。 

意欲的に体育や運動に 
取り組む子どもの育成 

大分県別府市立上人小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
縄跳び大会、持久走大会等の学校行事の取り組みは、
児童が家庭に帰ってからも練習することが多く、ご家
族の方々も一緒に関わってくれるため、ご家庭の方々
の体力向上や、地域の方々の交流にも貢献している。 

全校児童数 ３０２名（男子１４７名 女子１５５名） 

全クラス数 １４ 教職員数 ３２名 

体育専科教員訪問学校数 １校 

訪問校 別府市立亀川小学校 

体育専科教員名 荒 金 和 彦 

 



                                        

 

 

 

【全校長縄大会 ６月・１２月 記録】（３分間 延べ跳躍数） 

 １の１ １の２ ２の１ ２の２ ３の１ ３の２ ４の１ ４の２ ５の１ ５の２ ６の１ ６の２ 

６月 １０１ ２６ ５２ ７０ ４５ ４８ １００ ６４ ９５ １０８ １１９ ２０５ 

１２月 ９５ ９２ １４９ １２０ １５０ １７０ ２１４ ２１６ １７２ １２４ ２６８ ２５５ 

伸び －６ ６６ ９７ ５０ １０５ １２２ １１４ １５２ ７７ １６ １４９ ５０ 

 

 

 

【長座体前屈 ５月・１１月 記録】 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全校平均 

５月 34.18 28.29 39.61 39.64 38.43 44.18  

１１月 32.6 34.06 40.2 43.41 36.27 45.03  

伸び -1.58 5.77 0.59 3.77 -2.16 0.85 1.2 

 

 

 
【器械運動期間中の体育館】 

 
【持久走タイム（１／１５～２６）】 

 
【全校なわとび大会２回目（１２／１１）】 

 
【市小学校体育指導力向上研修会（８／２１）】 


